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中国語や中国文化を知る楽しさを知った」「中国

語を学び始めてから中国の文化や歴史にも興味

を持つようになった」「昨年中国を訪問し現地の

大学生と交流してから日中関係の不和とは意図

的に作られたものだとわかった」「今の私にとっ

て中国語は人と本当に心を通わせるための言語

だ」など中国語との出会いや意義についてスピ

ーチが披露されました。四声など中国語の発音

がまだ完全ではありませんが、真摯に中国語に

取り組む姿勢には感心させられました。審査の

結果、高校の部の最優秀賞には三津山六花さん

(慶応湘南藤沢高等部)、大学の部の最優秀賞には

秦伊吹さん(慶応大学)がそれぞれ入賞しました。 

  
相澤会長から表彰を受ける三津山さん(左)と秦さん(右) 

 ３月８日(日)、Ｆプレイスにおいて第５回湘南

中国語スピーチコンテストが開催され、大学生

２人と高校生５人が出場しました。開会にあた

り実行委員会の相澤光春会長(藤沢商工会議所

会頭)から「このスピーチコンテストを通じて一

衣帯水の隣国である中国の言語や文化を学ぶこ

とにより、日中両国の相互理解の増進と平和友

好に貢献するものと信じている」との挨拶があ

りました。また来賓として鈴木恒夫藤沢市長、安

藤好幸藤沢市議会副議長、柳田秀憲湘南日中会

長なども出席し、杜柯偉駐日中国大使館公使参

事官からは「外国語を学ぶことは、知性を磨き、

視野を広げ、人生の可能性を切り拓く。青少年の

皆さんが中国語を学び、理解を深め、両国をつな

ぐ架け橋となることを心より期待する」と祝辞

が述べられました。 

 今回の課題テーマは「私と中国語」でしたが、

出場者からは「ある中国のアイドルのスピーチ

がかっこいいと思い中国語を勉強する気になっ

た」「両親が日本人と中国人の友だちと出会って 



 
 

 

 当協会は日本中国友好協会のこのアピールについ

て３月２１日の役員会で全会一致で賛同しました。 

公益社団法人日本中国友好協会は、11 月 17 日に

「高市首相の国会での台湾有事は『存立危機事態』」

発言は重大な誤り」との会長声明を発表した。 近時

の日中関係をめぐる諸情勢に鑑み、我々は、歴史を振

り返り、永久の日中友好・不再戦を誓い、民間交流の

促進を使命とする団体として、理事会において議を

行い、以下のとおり決議する。 

 日本と中国は、地理的にも歴史的にも切り離すこ

とのできない一衣帯水の隣国であり、長い交流の歴

史の中で、文化、学術、経済、人的往来を通じて相互

に学び合い、関係を築いてきた。 

 一方で、国際環境の変化や政府間の発言・対応によ

り、両国関係が緊張をはらむ局面にある ことについ

て、深い憂慮を表明する。このような時期にこそ、両

国民の相互理解と信頼を支えてきた民間交流の意義

は一層重要である。 

 政治的立場や意見の相違が存在する中にあって

も、対話を重ね、冷静かつ理性的に相手を理解しよう

とする努力が、将来にわたる平和と安定の礎となる。 

 本協会は、新中国建国１年後の 1 9 5 0 年に設立 さ

れ、初代理事長内山完造氏、初代会長松本治一郎氏の

もと、国交のない中国との交流を切り開き、アジアの

共栄と世界平和を訴え、多く の困難を乗り越え活動

を続けてきた。そして、国交正常化や日中平和友好条

約の締結により、協会の存在意義が問われた際には、

改めて草の根の民間交流の意義を問い直し、民を以

って官を促す活動を進めてきた。特定の思想、信条、

政治的立場の違いを乗り越えて、日中両国民の友好

と信頼の醸成を目的として活動してきた原点をあら

ためて確認する。今後も、青少年交流、文化・学術交

流、地域に根ざした草の根交流を通じて、相互理解を

深め、両国民を結ぶ架け橋としての役割を果たすこ

とを決意する。 

 日本と中国の未来は、政府間関係のみならず、両国

民一人ひとりの行動と意思によっても形づくられ

る。本協会は、対立や不信を煽るのではなく、対話と

協力を重んじ、世々代々にわたる友好と信頼の関係

を引き継ぐため、粘り強く取り組むことをここに決

議する。           2026 年 1 月 30 日 

 ２０２６年度湘南日本中国友好協会総会を

次のとおり開催いたします。会員皆さまのご

出席をお願いいたします。 

日時 ６月２８日(日)午後２時から 

会場 Ｆプレイス 307・308 会議室 

① 総 会 午後２時～３時 

② 講演会 午後３時～４時３０分 

「言葉の日中関係史(仮題)」 

講 師 彭国躍氏 (神奈川大学教授) 

③ 懇親会 午後５時～「煌蘭」(藤沢さいか屋) 

会費６千円(事前申込でお願いいたします) 

詳しくは会員あての「湘南日本中国友好協

会 2026 年度総会のご案内」をご覧ください。 

 

４月１８日(土)に昆明市において開催を予定

していた第１６回彩雲基金日本語スピーチコン

テストは諸事情により中止となりました。 

今回は湘南日中から６人の会員が訪問し日程

の前段で普洱を観光。自然農法を守る茶園、世

界遺産登録の景邁山古茶林、茶馬古道などを訪

れ、お茶の故郷・普洱の様々な茶や料理を満喫

しました。１７日の昆明市では聶耳先生のお墓

参りと新しい「宝豊湿地公園」の見学をし、ま

た昆明市関係者との夕食会では友好都市提携４５

周年記念事業の成功に向けて相互に協力、努力し

ていくことについて意見交換をしました。

 

１８日には彩雲基金実行委員会関係者とも懇

親会を持ち(上の写真)、来年の日本語スピーチ

コンテストの開催について話し合いました。 


